
平成３０年度移住促進団体活動推進事業

岐⾩のはじまりの地・岐⾩町の
空き家利活⽤可能性調査と

移住者・事業者とのマッチング⽀援事業

NPO法⼈ORGAN
理事⻑ 蒲勇介



●⻑良川おんぱく（事務局受託事業）
⻑良川流域体験プログラム⾒本市

●⻑良川デパート（⾃主事業）
⻑良川流域の産品と物語の販売・商品開発

●⻑良川STORY
⻑良川流域の暮らしを伝えるブログサイト

●移住促進Classca-gifu.net（県委託事業）
岐⾩県全域の移住促進体験プログラム予約web

●ORGANキモノ（⾃主事業）
川原町でのアンティーク着物レンタル

●旅行体験商品の造成

“岐⾩と⻑良川に愛と誇りを持って暮らす⼈を増やす”
活かしきれていない⻑良川流域の⽣活価値・商業価値・観光価値の最⼤化を⽬指し、
流域の多様な主体とともにまちづくりと観光の事業に取り組んでいます。

理事⻑：蒲勇介 所在地：岐⾩市湊町45
役員数：7名 会員数：60名 職員数：10名
売上⾼：5100万円（2016年度） 法⼈化：2011年
主な取引先：株式会社JTB、株式会社JTBプロモーション、
ランドブレイン株式会社、岐⾩県、岐⾩市、桑名市、養⽼
町他

【ミッション】

【代表的な事業】

NPO法⼈ORGAN事業紹介



県庁所在地 岐阜市 人口４２万人

斉藤道三・織田信長のつくった「岐阜町」町割は今も残る

金華山と長良川、鵜飼いがシンボルの町がフィールド



ぎふ町家情報バンク
（理事⻑不在により休眠中）

2007年設立

• ⾦華には⽊造家屋（町家）が
たくさん残っている

• 近年は取り壊される傾向にあ
るのを残せないか
借り⼿と貸し⼿のマッチング

• 地域の協⼒を得ながら2008年
度調査、個別のマッチング

→現在は個⼈で対応

岐⾩町若旦那会

理念「岐⾩町の誇りと若いチャレンジ
で新たな⽂化を⽣み出し
次世代のあこがれる舞台にしたい」
のもと、2017年より岐⾩⼩学校区の
空き家活⽤の取り組みを進めている。
岐⾩町の商店の若旦那16名で構成

2011年設立

連携組織



岐⾩町は、岐⾩市内の課題先進地域 ⾼齢化率40%

国勢調査より



岐⾩町の12年後は、
3⼈に2⼈がお年寄り、⼦供がいるのは10軒に1軒

国勢調査よりシミュレーション



まちづくりの取り組み＋⼩中学校新築で⾵向きが変わった！？

国勢調査より



2010年〜2018年
岐阜小学校区への移住及び新規出店（現状での把握分）

新規移住 新規出店 ※関係者及びコーディネート有

新規移住 新規出店 ※コーディネート無

空き屋・空き物件で利活用検討中

カフェ骨董 空穂屋

たい焼き福丸

長良川デパート

長良川

てしごと町家CASA

コーポラティブハウス
<要可能性調査>
A邸

レストラン
<要可能性調査>O邸

みんなの茶の間

町家ホテル
<要可能性調査> K邸



課題と対策（事業内容）

①空き家等物件情報が分散している
→利活⽤可能な物件の洗い出し調査の実施

地元居住者、不動産屋、銀⾏、⾏政、⾃治組織と連携して⾏う

②古い町家の売買・賃貸・利活⽤に向けてリスクが不
明

古⺠家は具体的な事業計画を⽴てにくい
→空き家利活⽤に関する基礎調査の実施

ニーズ/シーズが明確になった物件に関して、耐震性・建設可能
性・補修概算⾒積・建築法規等、空き家利活⽤に関わる基礎調査を専⾨家
により実施

③貸してくれる⼤家が少ない / いい借り⼿がいない
→ネットワークを駆使したマッチング会・交流会の実
施

クラスカギフ（受託事業）、⻑良川おんぱくやサンデービルヂング
マーケット、などでつながっている⼤きなネットワークを駆使して、本気
度の⾼い借り⼿と、可能性の⾼い物件/⼤家さんとのマッチング会・交流
会を⾏う



事業内容
（１）利活⽤可能な空き家の掘り起し調査を実施
岐⾩市内でも特に空き家の増加が著しい「岐⾩町エリア」を中⼼に、利活⽤可能な空き家の調査を実施し、
その結果をマップにまとめた。

（２）空き家利活⽤に関する基礎調査
（１）の調査結果を踏まえ、３軒の空き家をピックアップ。耐震性、建設可能性、補修概算⾒積など、
空き家利活⽤に関わる基礎調査を建築事務所と連携し実施した。

（３）移住希望者と物件所有者とのマッチング等
（１）の調査結果を踏まえ、利活⽤可能な空き家所有者や岐⾩県以外を含む幅広い移住希望者とのマッチング、
交流会を開催した。



（１）利活用可能な空き家の
掘り起し調査を実施



調査結果

合計３３物件
A：０物件
B：９物件
C：６物件
D：１４物件
E：４物件
＜利活⽤可能性の評価＞
A：持主が前向き、利⽤案件候補あり
B：持主が前向き、利⽤案件候補なし
C：持主不明か要交渉、利⽤案件候補あり
D：持主不明か要交渉、利⽤案件候補なし
E：⼤幅な改修や抜本的考え直しが必要


